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日 本 レ イ ヨ ン 栄 養 実 習 記

短食2/2 橋    言吉   弥   生.

 私達5人 の実習生は,秋 晴れのすがすが しい朝,待

望の日本 レイヨン宇治工場の門を くぐつた。今 までの

い くつかの実習の中で最 も興味があったのは工場実習

であつたので,労 務課長 さんか ら色々と注意や説明を

聞いている間に も,炊 事場が どんな施設になつている

のか早 くみたいものだ と思つた。やがて炊事主任さん

に案内されて現場に行き,こ こで栄養士の方に紹介さ

れた。その後種 々の機械の操作や施設等についての説

明を聞き,そ の後でその日の実習 として当日の予定献

立表の各栄養素の算定をする仕事が与えられた。

そこで分析表 と首つぴきで算盤でスラスラつ と云いた

い所だが肝 じんの算盤が使 えない。 ようや く加減算が

出来る程度で後は筆算です ませてお く。私達は今更な

が ら算盤の技術の必要性を感 じてお互いに青息吐息す

る。栄養If_の方がその計算 を普通1時 間位ですると聞

いて一同感心するや ら恥 しいや ら。何故な ら私達はそ

れをやるのに午前10時 頃か らかかって午後4時 頃によ

うや くまとめあげたが,5人 の算定が別々でどれが正

確なのか さえも分 らない様な始末である。今まで栄養

価算定な どそれ程むずか しい ものとは思っていなかつ
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ただけに,や は り実習 してみて良かつたなと思 う。

 翌 日は前 日より云われていた仕事で,50円 程度の経

費で1日 に2500Cal,蛋 白80瓦,脂 肪30瓦 程度の献立

を作成 し,そ の栄養価を算定す る事だつた。前夜予定

の献立をた ててみたのだがCalを 考えれば 蛋白 質が

足 らず,蛋 白を考えると脂肪が足 りなかつた り,又 経

費がか さみすぎた りして,た つた1日 の献立を作るの

に大変な苦労だつた。それで もどうや ら一応規準 の栄

養価が揃つた献立が出来上つた。金額は幾分オーバー

していただろうが。献立作成の際に注意すべき諸点は

学校で何度聞いて頭に残 らない ものだが こうして実際

やつてみるとよく分つて来る。それ等の1,2を 箇条

書に してみると

1,工 場の献立はあ くまでも主に肉体労働者を対照 と

 す る健康食であるか らCal,蛋 白,脂 肪は充分であ

 るばか りでな く量的にもある程度満たされなければ

 な らない事。

2,工 場は時間制であるか ら給食時間に間に合わず就

 業が遅れた りしない様に,炊 事人 と給食数 とそれに

 必要な時間等を考慮 して,あ まり手の込んだ献立は

 避ける事。

3,配 膳に従事す る人数や設備 等の関係か らあたたか

 いまま食べる料理は冷め易いのでむかない事。

等である。私達が一番困ったのは得意である手の込ん

だ料理がここでは出来ない事だつた。脂肪を多 くしよ

うと思つても油妙めか油揚 と云 う形に制限され てしま

い,又 炊事器具の関 係か ら煮物等が 主 となる事が多
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く,f-fri一口の献立に変化をもたす事は非常にむずか しい

事だ と痛感された。栄養土の方 も嗜好調査の結果等が

どれ位信用すべきであるかを工場の寮 と云 う特殊な環

境でのアンケー ト等について苦心談等を話 して下さつ

た。この工場では炊事の従業数が少い点で先ずその料

理に単調 さを与えてしまう。給食数も2500人 と云 う大

人数であるために,食 品の取 り扱いも粗雑にな りがち

であるのももつ ともな事であろ う。又実施の際に朝食

の味噌汁の中に ビタ ミンBコ,13.,を1mgず つ粉末で強

化 している方法は,近 頃安価に結晶状で得 られて手軽

で良い方法だ と思つた。

 翌 日は私達の作成 した献立中か ら,工 場食に出来そ

うなものを栄養士の方 と主任さんが選ばれてそれを試

作 してみた。材料が適当なものがなかつた り,試 作用

の容器や器具 も揃つていなかつた りして,予 定献立 よ

り違つたものが出来上つて全 くの冷汗ものだつたが,

それでも皆試食 して下さつた入には好評であつた。労

務課の課長さんに試食してもらつた りした後,そ の日

の午後は主任さんより一般的注意事項等を聞いて,わ

ずか3日 間の実習は終つた。期間は短かかつたが主任

さんや栄養士さんが非常に親切 にして下さつて大変有

意義な実習であつた。 これまであまり栄養実習 してい

なかつたので,今 度の実習である程度その一端でも理

解 出来た様な気が した。そ して私達5人 は何か満ち足

りた様な気持で疲れ も忘れて帰路Tirついた。

 いつの日か工場の栄養士 として働 く日の事をお互い

の胸の中で夢みなが ら。


